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4
月
21
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
よ
り
春

の
「
園
遊
会
」
に
ご
招
待
を
い
た
だ
き
、

夫
婦
で
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
招
か
れ
た
の
は
、
青
色
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
の
開
発
で
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
を
受
賞
し
た
名
城
大
学
の
赤
崎
勇
終

身
教
授
を
は
じ
め
、
各
界
の
功
労
者
や
国

会
議
員
、
官
僚
、
自
治
体
関
係
者
と
そ
の

配
偶
者
な
ど
約
2
，
1
0
0
名
で
す
。

　
会
場
の
赤
坂
御
苑
は
、
江
戸
時
代
、
紀

州
徳
川
家
の
上
座
敷
で
あ
っ
た
赤
坂
御
用

地
の
中
央
に
あ
る
回
遊
式
庭
園
で
、
当
日

は
心
配
さ
れ
た
雨
も
上
が
り
、
大
き
な
池

の
水
面
に
映
る
新
緑
が
と
て
も
美
し
く
、

都
心
と
は
思
え
な
い
静
寂
と
安
ら
ぎ
に
満

ち
た
も
の
で
し
た
。

　

両
陛
下
が
ご
入
場
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、自
由
に
散
策
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

雅
楽
の
演
奏
が
流
れ
る
中
、
妻
と
一
緒
に

園
内
を
回
り
、
所
々
に
設
け
ら
れ
た
テ
ン

ト
で
軽
食
や
飲
み
物
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ほ
ど
な
く
し
て
、
厳
か
に
宮
内
庁
吹
奏

楽
団
の
国
歌
「
君
が
代
」
の
演
奏
が
始
ま

り
、皇
族
の
方
々
が
お
出
ま
し
に
な
る
と
、

一
瞬
に
し
て
凛
と
し
た
緊
張
感
が
会
場
を

包
み
ま
し
た
。

　
や
が
て
天
皇
陛
下
と
美
智
子
妃
殿
下
が

ゆ
っ
く
り
と
し
た
足
取
り
で
招
待
者
一
人

ひ
と
り
に
笑
顔
で
会
釈
さ
れ
、
私
の
前
で

お
立
ち
止
ま
り
に
な
り
「
広
島
か
ら
で
す

か
。
大
変
で
し
た
ね
。」
と
大
変
温
か
い

お
言
葉
を
お
か
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
慈
愛
に
満
ち
溢
れ
た
お
心
遣
い
に
感
激

と
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま

し
た
。

　
昨
年
12
月
、
両
陛
下
に
よ
る
行
幸
啓
の

際
に
、
矢
野
お
り
づ
る
園
で
町
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
お
迎
え
し
た
こ
と
が
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ
、
い
つ
も

国
民
の
幸
せ
を
願
っ
て
お
ら
れ
る
そ
の
お

姿
に
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
と
畏
敬
の
念

を
覚
え
た
次
第
で
す
。

　
こ
の
度
、
県
内
で
唯
一
、
首
長
と
し
て

ご
招
待
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
地
方
自
治

を
預
か
る
も
の
と
し
て
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
大
変
誇
り
に
思
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
海
田
町
の
発
展
の
た
め
に
よ

り
一
層
の
精
進
を
重
ね
、
全
身
全
霊
を
か

け
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

①
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春
の
園
遊
会
に
招
か
れ
て

■
相
談
内
容
■

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
無
料
だ

と
思
っ
た
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
入

り
「
18
歳
以
上
」
を
タ
ッ
プ
し
た

と
こ
ろ
、
入
会
金
と
し
て
約
10
万

円
の
請
求
画
面
が
出
た
。
慌
て
て

「
退
会
は
こ
ち
ら
」
を
タ
ッ
プ
す
る
と
業
者
に
電
話

が
つ
な
が
り
、「
退
会
に
は
20
万
円
が
必
要
。
コ
ン

ビ
ニ
で
プ
リ
ペ
イ
ド
型
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
し
、
そ

の
番
号
を
教
え
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

　
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員
に
「
詐
欺
で
は
？
」
と
制
止
さ

れ
た
が
振
り
切
っ
て
購
入
し
、
業
者
に
番
号
を
教
え

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
「
デ
ー
タ
を
消
す
た
め
に

20
万
円
払
え
」
な
ど
と
し
つ
こ
く
電
話
で
請
求
が
あ

る
。　

■
ア
ド
バ
イ
ス
■

　
最
近
、
匿
名
性
の
高
さ
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

電
子
マ
ネ
ー
（
プ
リ
ぺ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
）
を
購
入

し
て
そ
の
カ
ー
ド
番
号
を
伝
え
る
よ
う
請
求
さ
れ
る

な
ど
、
電
子
マ
ネ
ー
を
不
正
に
取
得
し
よ
う
と
す
る

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
カ
ー
ド
番
号
の
み
で
や
り
取
り
が
で
き
る
タ
イ
プ

の
電
子
マ
ネ
ー
で
は
、
一
度
相
手
に
カ
ー
ド
番
号
を

伝
え
た
り
、
指
示
さ
れ
た
番
号
に
チ
ャ
ー
ジ
し
た
り

す
る
と
、
取
り
戻
す
の
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
業
者

に
指
示
さ
れ
て
も
従
わ
な
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
業
者
に
連
絡
す
る
こ
と
で
個
人
情
報
が
知
ら
れ
、

さ
ら
に
請
求
を
受
け
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
安
易

に
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
窓
口
■

海
田
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
8
2
3
ー
9
2
1
6

　
受
付
◆
木
曜
日　
9
時
30
分
～
16
時

　
　
　
　
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

　
場
所
◆
町
民
サ
ー
ビ
ス
室
（
役
場
２
階
）

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
2
2
3
ー
6
1
1
1

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日　
9
時
～
17
時

　
　
　
　
（
12
時
～
13
時
を
除
く
）

　
場
所
◆
広
島
市
中
区
基
町
10
ー
52

　
　
　
　
（
県
庁
農
林
庁
舎
1
階
）

くらしの中の消費者トラブル
町民サービス室　☎ 8 2 3 − 9 2 1 9
　　　　　　　　蕭 8 2 3 − 7 9 2 7

「電子マネーで支払わせるアダルトサイトの請求」
（独立行政法人国民生活センター発行「見守り新鮮情報第211号」より転載）

　3月28日（土）、織田幹雄スポーツ振
興会主催のランナーズスクールが開催
され小学生50人、中学生 2 人が参加
しました。講師に中国電力陸上競技部
OB の新井広憲さん、田中宏樹さんを
迎え、練習に励みました。
　普段とは違う練習
に参加者は興味津々。
最 後 に 行 わ れ た リ
レーでは、練習の成
果を発揮できるよう、
全力で走りました。

　親子で文化財に親しんでいただく講座「むかしのお
うち探検隊」。3月22日開催の第3回では、美術家三
桝正典さんとふすま絵の模写を行いました。 みんなで
楽しくふすま絵を鑑賞
し、思い思いの『竹林
図』を仕上げました。

　3月29日に、海田住民活動ネットワーク、海田市祭り実行委員会主催の
「海田市祭り」が開催されました。約5,000人の来場者を子どもたちの作っ
たダンボール怪獣がお出迎え。青空の下、ステージでは出演者が日頃の成
果を発表しました。ステージの最初を力強い太鼓の演奏で飾った「海田鼓
童子 WADAIKO 凛華」、きらびやかな衣装でステージに華を添えた「サン
バ連合ホーザ・ジ・ヒロシマ」など、さまざまなステージ内容で会場を盛
り上げました。体験スペースでは、西国街道・海田市ガイドの会による旧
千葉家住宅のガイドが行われ、参加者は桜の咲く庭園に見入っていました。
　今回で第3回を迎えた「海田市祭り」。昨年と同様たくさんのご協力によ
り大盛況のうちに幕を閉じました。

速く走るぞ！

受章おめでとうございます

ふすま絵に親しむ

みんなでつながろう

ランナーズスクール むかしのおうち体験講座

第3回海田市祭り

　平成27年度の消費者月間では、消費者の不安を払拭し、安全・安心を確
保するため、みんなでつくろう！消費者が主役の社会 !! を統一テーマとし
て、全国で多様な主体による取り組みが展開されることをめざします。
　何かおかしい？あれっ？と感じたら、すぐに相談してください。

5月は消費者月間です
みんなでつくろう！
　消費者が主役の社会 !!

▲鬼ごっこで楽し
く走りました

▼指導を熱心に聞
きました

◀楽しくふすま絵の模写

▲『竹林図』完成！

なお、会場で集められた広島市8.20豪雨災害の義援金26,200円を3月31日に広島市に寄付されました。

▲来場者をお出迎えした
ダンボール怪獣

▲たくさんの来場者で
賑わいました

▲桜満開の旧千葉家住
宅をガイド

▲開会の演奏をした海
田鼓童子

　先月12日、貞福寺で花祭りが開催されました。長い間荒れていたこの場所を「再
びたくさんの人が集まってほしい」という思いを持つ有志約20人が整備し、70年
以上途絶えていた花祭りを復活させました。
　当日は約300人が来場。ステージでは、フラダンスや民踊などが披露されました。

再び人が集う場に
貞福寺花祭り

「高齢者叙勲」受章
　電気通信行政事務における功績が認められ、4
月1日付で、橋本 昭さんが「瑞宝双光章」を受章
されました。
　誠におめでとうございました。

瑞宝双光章（高齢者叙勲電気通信行政事務功労）
橋本 昭 さん

「第24回危険業務従事者
叙勲」受章
　危険な業務に取り組み社会に貢献した功績が認められ、4月
11日付で、名越訓三さんが「瑞宝単光章」を受章されました。
　誠におめでとうございました。
瑞宝単光章（危険業務従事者叙勲防衛功労）
名越 訓三 さん

▲会場を盛り上げるステージ発表


